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新た な視点か らの ス テ ィ ラマ テ ィ研究

　　　　　　　　　　　　 代表　佐久間秀範 （筑波大学教 授）

　瑜伽 行 唯 識 思 想 の 論 師 と して 有名 な ス テ ィ ラマ テ ィ に 帰せ られ る諸論書 の 内容

を 吟味 して ゆ くと
，

こ れ まで 中国の 『大唐 西域 記』 『慈恩 伝』 な どを 基礎 に描 か

れ たス テ ィ ラ マ テ ィ像 や 中国唯識教学 ・日本法相教学の 描 く安慧像 と異 な る 人物

像 が 浮 か び 上 が っ て くる ． そ こ で 従 来 の ス テ ィ ラ マ テ ィ 像 をい っ た ん 白紙 に 戻

し ， 現存する文献その もの の 提示す る思想内容か ら， 註釈家 ス テ ィ ラマ テ ィ の 人

物 像 を再吟 味す る必 要性 を見 い だ した．代表者は科学研究費基盤研 究 B の 共 同

研 究 と して テ ー マ 別 に 四つ の 班 を編制 した．研 究の
一

環 と して 昨年 『仏教学』第

55号 （2013） に 「註釈家ス テ ィ ラ マ テ ィ は
一

人か ？」 と して 問題 を提起 し， 今回

は各班 ご とに発表者 を立 て て パ ネル を企 画 した．

発表 1 ：佐 久間秀範 「イ ン ド瑜伽行唯識思想 にお けるス テ ィ ラ マ テ ィ」

　 こ こ で は 上 記 内容 の 趣 旨説 明 を行 い
，

こ の パ ネ ル と 9 月 27 日 （土） に 佐 久 間

秀範，
Ma 血 Delhey

，
　 Jowita　Kramer

， 吉村誠 ， 伊藤康 裕 の メ ンバ ー で さ ら に内容

を深 め た シ ン ポ ジ ウ ム を行 う内容 を紹介 し， 共同研究の 途中経過 を公 表 した ．

　そ こ で 新た なス テ ィ ラマ テ ィ 研 究の 視点 と して 代表者 は （1）修行者の 視点を

基 本 に
， 文献 の 提示 する 思想 内容の 歴 史的変遷 を辿る指標 と して （1−1）実践 理

論 か ら （1−2）教 義理 論へ とい う扱 い 方 を提 唱 し
，

お お む ね 出席者 の 賛意 を得た ．

発 表 2 ：箕浦 暁雄 （大谷大学准教授）「ス テ ィ ラ マ テ ィ　「倶 舎論実 義疏』梵文 写本

か ら得 られ る知見 」

　 ス テ ィ ラマ テ ィ の 『倶舎論 実義疏 』 の 解読 は， こ れ まで の 『倶舎 論』 理解 に 再

検討 を促す． それは また
， 仏教思想 史の 上 にス テ ィ ラ マ テ ィ を再 定位 す る こ とに

もな る． 『倶 舎論』 を著 した ヴ ァ ス バ ン ドゥ を
， サ ン ガ バ ドラの 『順 正 理 論』が

批判 し， サ ン ガバ ドラ をス テ ィ ラマ テ ィ の 『倶 舎 論実 義疏』 が批 判 す る ． ア ビ ダ

ル マ 研究の 領域 で こ う了解 され て きた 三 者 の 関係 を再検 討す る必 要 が あ る． ス

テ ィ ラ マ テ ィ は 『順正理 論』 を批判対象 と して 見る だ けで な く， 『倶舎論』註解
の た め に積極的 に参照す る． また

，
ス テ ィ ラ マ テ ィ はヤ シ ョ

ー ミ トラ と異な っ た

『倶舎論』理解 を示 す箇 所が ある． 『倶舎論実義疏』梵文写本解読 に よ っ て ，
こ れ

らの 点 が よ り明確 に な る． そ して
， 中国 ・

日本 の 倶舎学 の 伝承 と比 較 す る こ と

で
， 我 々 が得 て きた思想家 ス テ ィ ラ マ テ ィ像 は

， 時代 をへ て
，

よ り類型 的 に捉 え

られ て きた こ とを示 した． 思想家像 が
， 何 に よ っ て 方向付け られ

，
限 定され て き

た か ， そ の 要 因 を暴 き出す こ との 重 要性 を指摘 した．

発表 3 ：橘川智昭 （東洋大学東洋学研 究所客 員研究員）「東 ア ジ ア唯識教 学 に おけ る

安 慧 一 唯識思想 の 系譜論と安慧像　　」

　唯識思想 の 系譜問題 と して ， 安慧 を真諦系で あ る とか ， 『起信 論』 の 真 如 随 縁

に 応 同す る もの
， あ るい は護 法 に比 して イ ン ド唯識 に つ なが る とする説明が通例
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な され て きた ． 結城令聞氏が す で に 指摘 した よ うに （結城 r華厳思想』 （結城令 聞著

作選集 2，春秋社， 1999，pp．469−484 ： 初 出，仏 教 史学 会 編 『仏 教 の 歴 史 と文化」1 同朋舎，

1980））
， それ は 明治以 後顕著 に行 われ ， 江 戸時代 の 普寂 （1707−1781）・戒定 （1750−

1805） の 所論 に端 を発 す る ． 今 回 は 普寂 と戒 定の 特質 と相 違点 を整理 した ． 両 者

は 華厳 の 教判 の 大乗 始教 と終教 との 関係 の 中 に 唯識 の 系 譜 を考 え る ． 普寂 は行布

に重 きを置 き
， 護法 ＝ 始教／安 慧 ＝ 従 始 向終／ 「起信 論』＝ 終教 と考 え ， 戒定は ，

護法 ＝ 権／安慧 ＝ 実 と配 し， 包括的に 『起信論』で 統一 を試 み た． い ず れ もイ ン

ド唯識 に 『起信論』 的意義 を模索 し ， 玄奘以 後 に 非 をみ よ うとす る態 度 の 中に 系

譜論が展 開 され る．

発 表 4 ：早島慧 （京都産業大学研究員）「『大乗中観釈論』研 究の 本格始動 に向けて 」

　本発 表で はス テ イ ラ マ テ ィ に よ る 『中論頌』の 注釈 書 ， 『大 乗中観釈 論』研究

の 本格 始動 に あた っ て
， 過去 の 研 究成果 を整理 し ， 今後 の 方針 を提起 した． 主 な

先行研 究 と して
， 月輪 賢 隆氏 ， 梶 山雄 一 氏 ， 江 島惠教氏 に よ る 論考が 挙げ られ

る ． こ れ らの 諸研 究 は ス テ ィ ラ マ テ ィ 釈 と ブ ッ ダパ ー リ タ釈 ・バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ

釈 とを詳細 に比 較検討 し， ス テ ィ ラマ テ ィ釈 と両 釈 と の 密接 な影響 関係 を明 らか

に した． しか し，
こ れ らは注釈 間の 関係性 の み に 注 目し

， 『大乗 中観釈論』独 自

の 思想 ， ある い は その 著述意 図 を考察す る こ とは なか っ た ． 本発表で は ， 先行研

究 の 問題 点 を整理 し， 比較検 討 を行 う と と もに ， 『大乗 中観 釈論』 を単独 で 読 み

進 め る 重要性を指摘 し ，
この 点をふ まえ た今後 の 研究方針 を提起 した．

発 表に対す る コ メ ン テ ー タ ー の 発言　師茂樹 （花 園大 学准教授 ）

　本共 同研究 の 意 義 を確認 した後 ，   方法論 的課題 と  漢字 文献 の 取 り扱 い につ

い て 発表者 に 対 し意見 を求め た．   に つ い て は ， 文献ご とに異な る態度 を見せ る

「註釈家 」ス テ ィ ラ マ テ ィ の 分 析 には ， 仏 教学 が前提 とす る 思想 的
一

貫性 を持つ

人 物像 （「思想 家」）とは 異 なる見方が 必要 なの で は ない か ，
と述 べ た ． また Kramer

が 「修行を あ ま りせ ず， 註釈 に 時 間を費や す」ス テ ィ ラ マ テ ィ像 を提 示 して い る

こ とを紹介 した．   につ い て は ， 玄奘訳が イ ン ド文献 との 比 較 の なか で 再 評価 さ

れ て い る こ とをふ まえ
， 玄奘 に 近い 時代 の 文献 と 日本 の 文献 とは 扱 い を分 け る必

要 が あ るの で は ない か ， と問題提起 を した．

　本 コ メ ン トの 後 ， 来聴者 も含 めた活発 なデ ィ ス カ ッ シ ョ ン が行 われた．
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